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１ 開催目的 
 

小松島市都市計画マスタープランの策定にあたり、地域のまちづくりについて、よりきめ細か

く市民の皆さまの意見やアイデアをいただく目的で、まちづくりワークショップを開催しました。 

 

 

２ 開催内容 
 

ワークショップでは、参加者同士がグループを作り、「地域の資源」、「地域の課題」、「地域の

将来像」の 3 つのテーマについて、意見やアイデアを出し合っていただきながら、ワークシート

に整理し、参加者の方に発表していただきました。 

 

 

３ 開催状況 
 

下表のとおり、市内 12 会場で開催し、199 名（24 班）の方にご参加いただきました。 

開催日時（平成 24 年） 会場（対象地域） 参加人数 班数

7月 12 日(木曜日) 

19 時～21 時 

新開公民館（新開小学校区） 27 名 4 班

立江公民館（立江小学校区） 9 名 1 班

7 月 13 日(金曜日) 

19 時～21 時 

櫛渕公民館（櫛渕小学校区） 9 名 1 班

坂野公民館（坂野小学校区） 21 名 2 班

7 月 17 日(火曜日) 

19 時～21 時 

南小松島公民館（南小松島小学校区・北部） 14 名 2 班

芝田公民館（芝田小学校区） 11 名 1 班

7 月 18 日(水曜日) 

19 時～21 時 

小松島公民館（小松島小学校区） 16 名 2 班

児安公民館（児安小学校区） 27 名 3 班

7 月 19 日(木曜日) 

19 時～21 時 

北小松島公民館（北小松島小学校区） 18 名 2 班

コミュニティー金磯会館（南小松島小学校区・南部） 24 名 3 班

7 月 20 日(金曜日) 

19 時～21 時 

千代公民館（千代小学校区） 15 名 2 班

和田島公民館（和田島小学校区） 8 名 １班

 

 

４ 各地域の結果概要 
 

各地域の結果概要を次項から地域区分別に示します。（地域区分については、P61 地域区分の

設定を参照してください。） 



- 132 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりワークショップ結果（概要） 
 

 

 

 

 

小松島・南小松島・北小松島・千代地域 

○小松島小学校区 

○南小松島小学校区・北部 

○南小松島小学校区・南部 

○北小松島小学校区 

○千代小学校区 
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憩
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ど
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が

近
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史
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光
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史
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０
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が

あ
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（
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通
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の
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狭
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蓬
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齢
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齢
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と
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Ｒ
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近
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台
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が
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岸
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台

）
 

・
横

須
地

区
に

景
観

堤
防

を
（

金
磯
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、
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道
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狭
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狭
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整
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広
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輪
場

周
辺

の
整

備
（

道
路

、
ご

み
の

ポ
イ

捨
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磯
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い
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い
人

が
少

な
い

 

・
企

業
が

少
な

い
（

働
き

口
が

少
な

い
）

 

・
横

須
の

ほ
う

に
人

が
流

れ
る

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
地

域
の

つ
な

が
り

が
少

な
く

な
っ

て
い

る
 

■
防

犯
 

・
警

察
署

が
遠

く
へ

行
き

防
犯

上
不

安
 

■
ま

ち
づ

く
り

 

・
老

後
を

楽
し

く
安

全
に

暮
ら

せ
る

ま
ち

 

・
駅

を
中

心
に

コ
ン

パ
ク

ト
シ

テ
ィ

 

・
積

極
的

な
企

業
誘

致
（

有
名

な
店

な
ど

）
 

・
小

松
島

港
に

海
上

自
衛

隊
を

誘
致

 

・
横

須
海

岸
の

海
水

浴
場

の
復

活
 

・
海

釣
り

公
園

（
横

須
、

金
磯

海
岸

）
 

■
災

害
に

強
い

ま
ち

 

・
津

波
避

難
タ

ワ
ー

を
つ

く
る

 

・
マ

ン
シ

ョ
ン

建
築

時
、

避
難

所
と

す
る

こ
と

を
条

件
に

市
が

一
定

額
補

助
 

・
横

須
町

に
避

難
場

所
を

３
箇

所
つ

く
っ

て
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
づ

く
り

 

・
市

が
各

地
域

に
出

向
い

て
防

災
訓

練
講

座
を

開
催

 

■
競

輪
場

 

・
競

輪
の

繁
栄

で
税

収
ア

ッ
プ

 

・
ご

み
ポ

イ
捨

て
禁

止
条

例
の

制
定

 

■
若

い
人

が
定

住
で

き
る

ま
ち

 

・
働

き
口

の
確

保
 

・
地

主
さ

ん
の

土
地

問
題

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
人

と
人

の
つ

き
あ

い
を

深
め

高
齢

者
、

子
ど

も
に

や
さ

し
い

地
域

で
あ

り
た

い
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観
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横
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岸
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岸

 

・
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林
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遊
歩

道
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ど
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岸
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・
芝

生
川

 

■
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便
性

 

・
市

役
所

が
近

い
 

・
病

院
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近
い

 

・
徳

島
市

が
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■
魚

 

・
魚

（
鱧
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い
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魚
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■
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楽
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コ
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■
史

跡
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経
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ま
ち
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天
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■
ひ

と
 

・
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さ
し

い
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Ⅱ
寄

港
（

１
万

ト
ン

岸
壁

）
 

 

■
道

路
 

・
道

路
が

狭
い

、
舗

装
の

劣
化

 

・
旧

国
道

と
バ

イ
パ

ス
を

結
ぶ

道
が

な
い

 

・
通

学
路

の
街

灯
が

な
い

、
自

転
車

道
の

整
備

 

■
排

水
 

・
水

路
が

未
改

良
、

下
水

道
の

未
整

備
、

臭
い

 

・
ち

ょ
っ

と
し

た
雨

で
も

浸
か

る
 

・
排

水
路

が
草

だ
ら

け
 

■
防

災
 

・
台

風
、

津
波

の
際

の
避

難
場

所
が

な
い

 

・
災

害
時

に
連

絡
早

く
回

る
よ

う
に

 

■
金

磯
ま

ち
づ

く
り

 

・
問

題
を

あ
げ

て
も

通
っ

て
い

か
な

い
、

地
元

の
要

望
が

通
ら

な
い

 

・
整

備
基

金
の

説
明

が
な

く
、

う
や

む
や

に
な

っ
て

い
る

 

■
公

共
交

通
機

関
の

不
備

 

・
バ

ス
停

ま
で

遠
い

 

・
交

通
の

便
が

悪
い

 

■
産

業
・

商
業

の
衰

退
 

・
大

き
な

企
業

が
な

く
、

会
社

や
工

場
が

少
な

い
 

・
商

店
街

が
な

い
、

飲
食

店
が

少
な

い
 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
住

民
の

一
体

感
が

感
じ

ら
れ

な
い

。
祭

り
が

な
く

な
っ

た
。

 

■
景

観
の

悪
化

 

・
海

や
芝

生
川

が
汚

い
 

■
こ

ん
な

ま
ち

に
 

・
福

祉
の

ま
ち

 

・
若

者
の

集
ま

る
ま

ち
、

人
が

集
ま

る
ま

ち
 

・
水

に
浸

か
ら

な
い

ま
ち

 

・
ご

み
の

な
い

ま
ち

 

・
安

心
し

て
住

め
る

だ
け

で
良

い
 

■
ま

ち
の

施
設

 

・
学

校
を

つ
く

る
、

大
学

の
誘

致
 

・
健

康
づ

く
り

の
施

設
が

あ
れ

ば
良

い
 

・
福

祉
や

娯
楽

の
施

設
な

ど
多

種
で

多
く

あ
れ

ば
良

い
 

・
港

公
園

を
充

実
さ

せ
る

 

■
自

然
を

活
か

し
た

ま
ち

づ
く

り
 

・
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
ま

ち
 

・
海

、
川

が
き

れ
い

に
な

っ
た

ら
い

い
（

海
の

レ
ジ

ャ
ー

等
）

 

・
港

公
園

を
充

実
さ

せ
る

ま
ち

づ
く

り
 

■
イ

ベ
ン

ト
 

・
納

涼
大

会
、

子
ど

も
中

心
に

大
人

も
 

・
競

技
イ

ベ
ン

ト
（

ト
ラ

イ
ア

ス
ロ

ン
）

 

・
船

上
カ

ジ
ノ

 

■
幹

線
道

路
の

整
備

 

・
バ

イ
パ

ス
に

通
じ

る
大

き
な

道
が

あ
れ

ば
良

い
 

■
避

難
場

所
の

確
保

 

・
防

災
公

園
の

設
置

 

■
地

域
の

活
性

化
 

・
４

万
ト

ン
岸

壁
を

利
用

し
た

流
通

 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写

真
：

③
（

参
加

者
に

よ
る

意
見

発
表

）
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ま
ち

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
結

果
概

要
（

北
小

松
島

小
学

校
区

）
 

2
0
1
2
.7

.1
9

開
催

 
会

場
：

北
小

松
島

公
民

館
 

参
加

者
数

：
１

８
名

 
班

数
：

２
班

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

様
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

主
な

意
見

・
ア

イ
デ

ア
 

地
域

の
資

源
（

地
域

の
良

い
と

こ
ろ

、
自

慢
で

き
る

こ
と

な
ど

）
 

地
域

の
課

題
（

地
域

の
良

く
な

い
と

こ
ろ

、
改

善
し

た
い

と
こ

ろ
な

ど
）

 
地

域
の

将
来

像
（

こ
ん

な
ふ

う
に

な
っ

た
ら

い
い

な
あ

）
 

■
自

然
 

・
水

が
お

い
し

い
、

魚
が

旨
い

、
緑

が
多

い
 

・
海

（
小

神
子

）
、

山
（

日
ノ

峰
山

）
、

川
が

あ
る

 

・
川

に
鯉

が
た

く
さ

ん
い

る
 

・
花

み
ず

き
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
の

桜
が

き
れ

い
 

・
港

が
あ

り
景

色
が

良
い

 

■
住

み
よ

い
ま

ち
 

・
子

ど
も

の
安

全
を

見
守

る
人

が
い

る
（

登
下

校
時

）
 

・
ま

ち
全

体
が

静
か

で
生

活
し

や
す

い
 

・
何

を
す

る
に

も
近

く
に

役
所

や
買

い
物

、
病

院
が

あ
る

 

・
高

齢
者

が
買

い
物

に
行

け
る

 

・
地

域
の

つ
な

が
り

が
良

い
部

分
が

あ
る

 

■
教

育
施

設
・

福
祉

施
設

・
医

療
施

設
 

・
北

小
松

島
小

学
校

 

・
障

が
い

者
施

設
 

・
日

赤
が

あ
る

（
安

心
）

 

・
日

赤
の

後
を

引
き

継
ぐ

病
院

が
多

く
あ

る
 

■
公

園
・

ス
ポ

ー
ツ

施
設

 

・
市

営
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
テ

ニ
ス

、
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
 

・
た

ぬ
き

広
場

、
遊

歩
道

、
金

長
公

園
（

桜
）

 

■
防

災
に

強
い

地
域

 

・
近

く
に

日
ノ

峰
山

が
あ

り
、

散
歩

や
避

難
所

と
な

る
 

 

■
防

災
 

・
避

難
場

所
が

少
な

い
 

・
情

報
伝

達
（

放
送

）
が

な
い

 

・
防

潮
堤

が
低

く
、

管
理

者
が

不
明

 

・
防

災
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
提

示
公

開
（

自
由

に
見

れ
る

よ
う

に
）

 

・
避

難
時

（
山

、
ド

ラ
イ

ブ
ウ

ェ
イ

）
車

道
が

避
難

道
、

安
全

不
安

 

■
道

路
 

・
道

路
幅

が
狭

い
、

対
向

に
難

 

・
メ

イ
ン

の
道

は
整

備
さ

れ
て

い
る

が
一

本
中

に
入

れ
ば

未
整

備
 

・
子

ど
も

の
登

校
時

に
自

動
車

が
危

険
 

■
排

水
 

・
大

雨
時

の
水

は
け

の
不

安
 

・
雨

が
降

る
と

土
砂

が
よ

く
出

る
、

管
理

の
不

足
 

・
治

山
治

水
が

で
き

て
い

な
い

（
日

ノ
峰

山
）

 

■
夜

が
暗

い
 

・
公

共
の

街
灯

が
少

な
い

 

・
旧

日
赤

病
院

か
ら

北
側

 

■
少

子
化

 

・
子

ど
も

の
数

が
減

っ
て

い
る

 

・
若

い
人

が
少

な
く

な
っ

た
（

若
い

人
が

住
み

や
す

く
す

る
）

 

■
ま

ち
づ

く
り

 

・
若

い
人

の
市

政
参

加
が

少
な

い
 

・
障

が
い

者
に

と
っ

て
安

心
し

て
住

め
る

ま
ち

で
は

な
い

 

■
ご

み
回

収
 

・
粗

大
ご

み
の

収
集

に
高

齢
者

が
困

っ
て

い
る

 

■
住

み
よ

い
ま

ち
づ

く
り

 

・
若

い
人

が
住

み
つ

い
て

欲
し

い
（

若
い

人
の

特
権

を
つ

く
る

）
 

・
子

ど
も

を
含

め
て

安
心

の
で

き
る

安
全

な
地

域
づ

く
り

 

・
高

齢
者

の
交

通
を

確
保

し
た

ま
ち

づ
く

り
 

・
デ

マ
ン

ド
バ

ス
の

あ
る

ま
ち

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

良
く

す
る

 

 ・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
さ

ん
が

い
っ

ぱ
い

い
る

ま
ち

 

・
地

区
へ

の
市

か
ら

の
補

助
 

・
ひ

と
り

暮
ら

し
で

も
楽

し
く

暮
ら

せ
る

ま
ち

 

・
高

齢
者

と
子

ど
も

の
交

流
機

会
を

つ
く

る
 

■
自

然
を

活
か

し
た

ま
ち

づ
く

り
 

 ・
花

み
ず

き
を

も
っ

と
増

や
す

、
ご

み
の

な
い

ま
ち

 

 ・
小

松
島

の
軽

井
沢

に
位

置
づ

け
て

ほ
し

い
 

・
自

然
（

山
）

を
活

か
し

た
く

つ
ろ

ぎ
の

地
域

 

■
道

路
整

備
 

 ・
国

道
・

県
道

か
ら

の
枝

道
が

便
利

な
ま

ち
 

・
子

育
て

に
や

さ
し

い
道

路
整

備
、

安
全

、
安

心
 

■
ま

ち
づ

く
り

の
方

法
 

・
市

民
が

ま
ち

づ
く

り
を

考
え

続
け

る
仕

組
み

 

 ・
計

画
を

透
明

化
し

計
画

通
り

に
す

す
め

る
 

■
防

災
に

強
い

ま
ち

 

・
防

災
に

強
い

地
域

の
モ

デ
ル

に
な

る
 

■
企

業
に

よ
る

ま
ち

の
発

展
 

・
第

二
、

第
三

の
長

楽
苑

を
招

こ
う

 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写

真
：

③
（

参
加

者
に

よ
る

意
見

発
表

）
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ま
ち

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
結

果
概

要
（

千
代

小
学

校
区

）
 

2
0
1
2
.7

.2
0

開
催

 
会

場
：

千
代

公
民

館
 

参
加

者
数

：
１

５
名

 
班

数
：

２
班

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

様
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

主
な

意
見

・
ア

イ
デ

ア
 

地
域

の
資

源
（

地
域

の
良

い
と

こ
ろ

、
自

慢
で

き
る

こ
と

な
ど

）
 

地
域

の
課

題
（

地
域

の
良

く
な

い
と

こ
ろ

、
改

善
し

た
い

と
こ

ろ
な

ど
）

 
地

域
の

将
来

像
（

こ
ん

な
ふ

う
に

な
っ

た
ら

い
い

な
あ

）
 

■
生

活
し

や
す

い
、

便
利

 

・
交

通
の

便
が

良
い

（
Ｊ

Ｒ
中

田
駅

が
あ

る
）

 

・
徳

島
市

に
近

い
、

自
転

車
で

も
行

け
る

 

・
病

院
な

ど
福

祉
に

恵
ま

れ
て

い
る

 

・
大

型
店

も
で

き
交

通
も

ま
ず

ま
ず

便
利

な
ほ

う
で

あ
る

 

■
自

然
が

豊
か

 

・
市

街
地

で
あ

る
が

田
畑

も
残

り
、

ゆ
っ

た
り

し
た

ま
ち

 

・
川

、
山

、
田

園
 

・
地

下
水

が
き

れ
い

、
水

が
う

ま
い

 

■
災

害
に

強
い

面
も

あ
る

 

・
土

地
の

標
高

が
高

い
（

海
抜

３
．

５
ｍ

く
ら

い
）

 

・
台

風
時

の
風

当
た

り
が

少
な

い
 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

が
強

い
 

・
協

力
的

で
理

解
が

あ
る

人
が

多
い

よ
う

に
思

う
 

・
人

と
人

と
の

和
、

ふ
れ

あ
い

（
絆

）
 

■
歴

史
的

な
祭

り
、

行
事

が
あ

る
 

・
秋

祭
り

に
み

こ
し

が
で

る
 

・
伝

統
の

あ
る

有
名

な
神

社
仏

閣
が

あ
る

良
地

域
で

あ
る

 

■
イ

ベ
ン

ト
 

・
み

な
と

ま
つ

り
、

阿
波

踊
り

、
花

火
大

会
 

・
花

火
師

サ
ン

タ
生

誕
地

 

■
和

の
心

、
信

仰
心

 

・
お

地
蔵

さ
ん

が
多

い
 

■
都

市
基

盤
整

備
 

・
道

路
が

狭
い

、
段

差
、

信
号

が
少

な
い

 

・
通

学
道

路
（

小
学

生
）

を
整

備
し

て
ほ

し
い

 

・
都

市
計

画
道

路
の

見
直

し
 

・
雨

水
対

策
が

必
要

 

・
水

路
の

維
持

管
理

（
下

水
道

が
な

い
な

ど
）

 

・
市

街
化

農
地

の
税

が
高

い
の

に
イ

ン
フ

ラ
整

備
が

で
き

て
い

な
い

 

■
防

災
面

の
不

安
 

・
土

砂
災

害
の

危
険

が
あ

る
 

・
避

難
場

所
の

確
保

が
で

き
て

い
な

い
 

■
特

産
物

が
な

い
 

・
特

に
良

い
産

物
が

な
い

の
で

地
域

を
悪

く
し

て
い

る
 

■
Ｐ

Ｒ
不

足
 

・
郷

土
の

伝
統

平
和

産
業

、
阿

波
花

火
を

知
ら

な
い

。
広

報
 

■
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
希

薄
に

な
っ

て
き

て
い

る
 

・
昔

と
違

っ
て

町
内

グ
ル

ー
プ

が
無

く
、

人
間

関
係

が
希

薄
 

■
行

事
の

減
少

 

・
祭

り
な

ど
廃

れ
つ

つ
あ

る
、

伝
統

行
事

を
も

っ
と

大
切

に
す

べ
き

 

■
産

業
、

商
業

の
衰

退
 

・
空

き
家

が
増

加
し

、
地

価
も

低
下

傾
向

が
顕

著
 

■
少

子
高

齢
化

 

・
高

齢
者

世
帯

が
多

く
、

小
学

生
等

が
少

な
い

（
地

区
内

の
奉

仕
活

動
も

不
十

分
）

 

■
防

犯
 

・
街

灯
を

多
く

 

■
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く

り
 

・
防

災
設

備
、

地
震

警
報

の
広

報
、

マ
イ

ク
放

送
 

・
防

災
避

難
所

の
確

保
 

・
日

ノ
峰

山
一

体
を

大
公

園
に

 

■
住

宅
地

と
し

て
の

発
展

 

・
土

地
の

標
高

が
高

い
の

で
住

宅
地

と
し

て
い

い
 

・
他

の
ま

ち
か

ら
も

き
て

ほ
し

い
 

■
土

地
の

有
効

利
用

か
ら

ま
ち

づ
く

り
 

・
人

口
が

減
る

の
で

立
ち

退
い

た
土

地
を

公
園

な
ど

の
地

区
の

遊
び

場
に

す
る

 

・
住

宅
地

と
商

業
地

の
区

分
け

 

■
安

全
で

安
心

で
き

る
笑

い
声

の
絶

え
な

い
国

際
的

な
ま

ち
づ

く
り

 

・
安

全
で

住
み

よ
い

ま
ち

に
し

た
い

 

・
外

国
人

と
仲

良
く

。
千

代
は

国
際

的
な

ま
ち

を
め

ざ
そ

う
 

■
働

け
る

ま
ち

 

・
若

い
元

気
な

人
が

働
け

る
場

 

■
便

利
な

ま
ち

 

・
大

型
店

舗
来

て
ほ

し
い

 

■
農

業
か

ら
の

ま
ち

づ
く

り
 

・
農

と
い

え
る

優
食

人
種

を
増

や
す

 

■
情

報
キ

ャ
ッ

チ
の

意
識

 

・
市

民
の

情
報

を
キ

ャ
ッ

チ
で

き
る

行
政

 

 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写

真
：

③
（

参
加

者
に

よ
る

意
見

発
表

）
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まちづくりワークショップ結果（概要） 
 

 

 

 

 

児安・芝田地域 

○児安小学校区 

○芝田小学校区 



ま
ち

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
結

果
概

要
（

児
安

小
学

校
区

）
 

2
0
1
2
.7

.1
8

開
催

 
会

場
：

児
安

公
民

館
 

参
加

者
数

：
２

７
名

 
班

数
：

３
班

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

様
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

主
な

意
見

・
ア

イ
デ

ア
 

地
域

の
資

源
（

地
域

の
良

い
と

こ
ろ

、
自

慢
で

き
る

こ
と

な
ど

）
 

地
域

の
課

題
（

地
域

の
良

く
な

い
と

こ
ろ

、
改

善
し

た
い

と
こ

ろ
な

ど
）

 
地

域
の

将
来

像
（

こ
ん

な
ふ

う
に

な
っ

た
ら

い
い

な
あ

）
 

■
自

然
 

・
水

が
き

れ
い

で
お

い
し

い
 

・
ほ

た
る

が
い

る
 

・
昔

な
が

ら
の

の
ど

か
な

風
景

 

・
山

、
川

が
あ

り
自

然
に

恵
ま

れ
て

い
る

 

・
石

垣
用

水
 

・
清

浄
ヶ

池
 

■
住

み
よ

い
ま

ち
 

・
県

都
に

近
い

 

・
買

い
物

に
行

く
の

が
町

に
近

い
 

・
静

か
で

あ
る

 

・
北

へ
南

へ
移

動
に

最
適

 

・
車

の
通

行
量

も
朝

を
除

き
少

な
く

静
か

 

■
農

業
 

・
お

米
が

お
い

し
い

 

・
田

ん
ぼ

が
多

い
 

■
歴

史
 

・（
新

居
見

遺
跡

）
古

墳
 

・
高

瀬
船

（
勝

浦
町

横
瀬

～
佐

古
）

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
良

い
人

柄
の

人
が

多
い

 

■
通

学
路

、
道

路
 

・
県

道
小

松
島

佐
那

河
内

線
の

交
通

対
策

 

・
道

が
狭

い
、

歩
道

な
し

、
子

ど
も

が
通

学
し

て
い

て
危

険
 

・
ダ

ン
プ

が
走

り
す

ぐ
に

穴
が

あ
く

 

・
４

ｍ
道

路
（

市
道

）
、

対
面

交
通

、
簡

易
舗

装
、

未
舗

装
 

■
水

路
整

備
 

・
川

に
草

が
多

く
生

え
て

水
の

流
れ

が
悪

い
 

・
石

垣
破

壊
、

修
復

が
そ

れ
ぞ

れ
 

・
下

水
が

な
い

 

・
雨

水
排

水
対

策
 

■
河

川
整

備
 

・
防

災
関

係
で

西
原

堰
の

老
朽

化
 

・
河

川
道

路
の

整
備

が
不

足
 

・
勝

浦
川

の
強

化
、

防
災

対
策

 

・
昔

の
ま

ま
の

箇
所

が
あ

り
危

険
 

■
少

子
化

 

・
子

ど
も

が
少

な
く

な
っ

た
 

・
子

ど
も

の
遊

ぶ
場

所
が

な
い

 

■
交

通
機

関
 

・
公

共
交

通
不

便
 

■
商

店
 

・
店

が
無

く
不

便
 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
疎

遠
、

人
づ

き
あ

い
が

難
し

く
な

っ
た

 

■
地

域
住

民
が

安
心

で
き

る
ま

ち
づ

く
り

 

・
ホ

タ
ル

の
い

る
静

か
な

ま
ち

で
い

て
ほ

し
い

 

・
ラ

ン
ニ

ン
グ

、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
コ

ー
ス

が
ほ

し
い

 

・
防

犯
活

動
に

力
を

入
れ

る
 

・
自

然
公

園
が

あ
る

ま
ち

 

・
子

ど
も

が
多

い
ま

ち
 

・
子

ど
も

が
安

心
し

て
住

め
る

ま
ち

 

・
防

災
堤

防
の

補
強

で
安

全
な

ま
ち

 

■
道

路
 

・
県

道
小

松
島

佐
那

河
内

線
の

整
備

 

・
地

域
住

民
が

安
心

で
き

る
道

路
づ

く
り

 

■
農

業
振

興
 

・
ほ

場
整

備
 

・
農

業
の

発
展

と
か

特
産

品
開

発
 

■
地

域
の

憩
い

の
場

 

・
水

を
活

か
し

た
公

園
を

つ
く

る
 

・
焼

却
炉

を
利

用
し

、
温

泉
を

つ
く

る
 

■
大

都
会

と
の

交
流

 

・
都

市
と

の
交

流
 

■
Ｉ

Ｔ
 

・
企

業
の

立
地

、
Ｉ

Ｔ
企

業
 

■
日

本
一

の
ま

ち
づ

く
り

 

・
日

本
一

の
も

の
を

つ
く

っ
て

ほ
し

い
 

 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写

真
：

③
（

参
加

者
に

よ
る

意
見

発
表

）
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ま
ち

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
結

果
概

要
（

芝
田

小
学

校
区

）
 

2
0
1
2
.7

.1
7

開
催

 
会

場
：

芝
田

公
民

館
 

参
加

者
数

：
１

１
名

 
班

数
：

１
班

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
開

催
の

様
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

主
な

意
見

・
ア

イ
デ

ア
 

地
域

の
資

源
（

地
域

の
良

い
と

こ
ろ

、
自

慢
で

き
る

こ
と

な
ど

）
 

地
域

の
課

題
（

地
域

の
良

く
な

い
と

こ
ろ

、
改

善
し

た
い

と
こ

ろ
な

ど
）

 
地

域
の

将
来

像
（

こ
ん

な
ふ

う
に

な
っ

た
ら

い
い

な
あ

）
 

■
自

然
 

・
緑

豊
か

 

・
水

が
豊

富
、

水
が

き
れ

い
 

・
山

に
沈

む
夕

日
が

絶
品

 

・
星

が
き

れ
い

 

・
野

鳥
が

多
い

 

・
里

山
が

近
い

 

・
田

園
風

景
が

良
い

 

■
文

化
・

歴
史

 

・
十

八
番

札
所

 
恩

山
寺

（
歴

史
あ

る
三

番
そ

う
が

続
い

て
い

る
）

 

・
無

形
文

化
財

の
踊

り
 

・
源

平
史

跡
（

日
本

一
大

き
い

義
経

像
が

あ
る

）
 

■
交

通
 

・
県

庁
か

ら
車

で
２

０
分

 

・
交

通
の

便
が

よ
い

 

■
食

品
・

食
料

 

・
た

け
の

こ
 

・
阿

波
牛

（
肉

牛
）

 

■
教

育
 

・
小

学
校

が
あ

る
 

・
そ

ろ
ば

ん
塾

の
発

祥
 

■
河

川
 

・
河

川
は

あ
る

が
、

ほ
た

る
が

住
め

な
い

 

・
河

川
の

早
期

改
修

 

・
水

害
対

策
 

・
水

の
流

れ
が

悪
い

 

■
山

の
保

全
 

・
竹

林
で

山
の

動
物

が
農

地
に

下
り

て
く

る
の

が
困

る
 

・
山

が
竹

林
化

し
て

い
る

（
広

葉
樹

が
少

な
い

）
 

・
竹

林
で

自
然

災
害

が
心

配
 

■
道

路
 

・
二

車
線

道
路

が
な

い
 

・
街

灯
が

少
な

い
（

道
路

が
暗

い
）

 

・
高

速
道

路
で

大
き

く
変

わ
っ

て
し

ま
う

不
安

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
人

口
、

若
者

が
少

な
く

な
っ

て
い

る
 

・
個

人
個

人
は

良
い

人
だ

が
集

団
に

な
る

と
人

が
変

わ
る

 

・
閉

鎖
的

（
人

間
関

係
）

で
あ

る
 

■
後

継
者

不
足

 

・
２

０
年

先
の

地
域

の
姿

が
不

安
、

計
画

が
な

い
 

・
２

０
年

後
に

は
農

業
生

産
が

ど
う

な
っ

て
い

る
か

（
や

り
手

不
足

）
 

■
高

齢
者

に
と

っ
て

遠
い

買
い

物
 

・
公

共
交

通
不

便
（

バ
ス

の
便

が
悪

い
な

ど
）

 

・
買

い
物

に
不

便
 

■
子

ど
も

が
地

域
で

残
れ

る
よ

う
な

場
を

 

・
早

く
小

学
校

の
位

置
を

決
定

す
る

 

・
教

育
関

係
の

誘
致

 

・
地

元
に

雇
用

の
場

が
ほ

し
い

 

・
子

ど
も

の
た

め
の

公
園

 

・
住

宅
地

を
多

く
す

る
 

■
農

業
を

活
か

し
た

ま
ち

づ
く

り
 

・
義

経
像

や
伝

承
を

利
用

し
た

市
場

づ
く

り
 

・
休

耕
地

を
利

用
し

た
市

民
農

園
 

・
農

業
、

野
菜

の
団

地
化

を
進

め
る

 

・
農

業
法

人
を

増
や

し
て

若
い

人
の

就
労

を
増

や
す

 

■
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く

り
 

・
自

然
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く

り
 

・
防

災
公

園
兼

自
然

公
園

、
避

難
場

所
 

・
地

震
災

害
に

強
い

地
の

利
を

活
か

し
た

ま
ち

 

■
自

然
 

・
清

流
を

残
し

て
い

き
た

い
 

・
自

然
が

残
っ

て
い

る
ま

ち
 

■
予

防
医

療
の

ま
ち

 

・
日

赤
を

核
と

し
た

安
心

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

 

・
予

防
医

療
に

役
立

て
る

ハ
イ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

 

（
勢

合
～

新
居

見
、

竹
林

散
歩

）
 

 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写

真
：

③
（

参
加

者
に

よ
る

意
見

発
表

）
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まちづくりワークショップ結果（概要） 
 

 

 

 

 

坂野・和田島・新開地域 

○坂野小学校区 

○和田島小学校区 

○新開小学校区 



ま
ち

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
結

果
概

要
（

坂
野

小
学

校
区

）
 

2
0
1
2
.7

.1
3

開
催

 
会

場
：

坂
野

公
民

館
 

参
加

者
数

：
２

１
名

 
班

数
：

２
班

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

様
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

主
な

意
見

・
ア

イ
デ

ア
 

地
域

の
資

源
（

地
域

の
良

い
と

こ
ろ

、
自

慢
で

き
る

こ
と

な
ど

）
 

地
域

の
課

題
（

地
域

の
良

く
な

い
と

こ
ろ

、
改

善
し

た
い

と
こ

ろ
な

ど
）

 
地

域
の

将
来

像
（

こ
ん

な
ふ

う
に

な
っ

た
ら

い
い

な
あ

）
 

■
住

み
よ

い
ま

ち
 

・
徳

島
に

割
と

近
い

 

・
静

か
で

の
ど

か
な

農
村

地
帯

 

・
工

場
が

な
く

、
空

気
が

き
れ

い
 

・
治

安
が

良
い

 

■
自

然
環

境
・

農
産

物
 

・
海

あ
り

、
平

野
あ

り
、

山
あ

り
 

・
お

米
 

・
野

菜
（

ト
マ

ト
、

キ
ュ

ウ
リ

）
 

■
行

事
 

・
子

ど
も

の
運

動
会

と
町

民
運

動
会

を
合

同
で

開
催

し
て

い
る

 

・
地

域
の

祭
り

が
残

っ
て

い
る

 

・
学

校
の

運
動

場
を

開
放

し
て

い
る

 

■
教

育
・

子
育

て
 

・
子

ど
も

の
い

る
家

庭
が

多
い

 

・
少

年
野

球
チ

ー
ム

が
あ

る
 

■
ま

ち
の

整
備

 

・
通

路
が

良
く

な
り

つ
つ

あ
る

 

・
水

道
の

整
備

が
で

き
て

い
る

 

■
災

害
に

強
い

地
域

 

・
災

害
の

被
害

が
少

な
い

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
人

柄
が

良
く

、
人

と
人

と
の

つ
な

が
り

が
深

い
 

 

■
ま

ち
の

発
展

 

・
調

整
区

域
な

の
で

宅
地

化
が

し
づ

ら
く

人
口

が
増

え
な

い
 

・
住

居
の

区
画

整
理

に
よ

り
見

た
目

を
美

し
く

す
れ

ば
い

い
 

・
子

ど
も

が
少

な
く

人
口

が
減

少
 

・
企

業
が

少
な

く
雇

用
の

場
が

な
い

 

■
ま

ち
の

整
備

 

・
通

学
路

が
危

な
い

 

・
用

排
水

路
の

改
善

、
下

水
道

が
な

い
 

・
公

園
と

街
灯

が
少

な
い

 

■
学

校
 

・
小

中
学

校
の

設
備

改
善

、
耐

震
化

 

・
学

校
統

合
は

し
な

い
で

ほ
し

い
 

■
農

業
振

興
 

・
地

場
産

業
の

育
成

が
必

要
 

・
朝

市
の

開
催

な
ど

農
家

の
協

力
体

制
の

強
化

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
結

婚
活

動
支

援
が

必
要

 

・
町

内
会

等
の

組
織

の
充

実
が

必
要

 

■
自

然
災

害
 

・
雨

が
降

る
と

水
が

す
ぐ

に
た

ま
る

 

・
津

波
に

弱
い

（
避

難
場

所
、

避
難

路
が

な
い

）
 

■
公

共
交

通
 

・
市

バ
ス

の
ル

ー
ト

、
便

数
改

善
、

市
バ

ス
を

や
め

な
い

で
 

■
安

全
安

心
 

・
津

波
で

心
配

の
な

い
ま

ち
 

・
防

災
施

設
の

充
実

 

・
安

全
、

快
適

、
歩

き
な

が
ら

話
が

で
き

る
 

■
自

然
、

農
業

 

・
有

機
農

業
（

無
農

薬
）

 

・
美

し
い

自
然

と
調

和
し

た
ま

ち
 

・
豊

か
な

田
園

風
景

を
残

し
た

い
 

■
人

口
増

加
、

経
済

 

・
企

業
誘

致
、

商
業

施
設

誘
致

、
植

物
工

場
誘

致
 

・
農

地
を

宅
地

化
、

ベ
ッ

ド
タ

ウ
ン

推
進

 

・
若

者
が

希
望

を
持

っ
て

住
め

る
ま

ち
（

地
域

雇
用

）
 

■
住

み
よ

い
ま

ち
づ

く
り

 

・
高

齢
者

の
住

み
や

す
い

場
所

の
あ

る
ま

ち
 

・
団

地
住

宅
を

増
や

す
な

ど
住

宅
地

域
に

 

■
地

域
の

学
校

の
必

要
性

 

・
地

元
に

学
校

が
あ

り
、

歩
い

て
通

学
 

・
人

材
育

成
の

総
合

的
教

育
機

関
 

■
公

共
交

通
 

・
市

バ
ス

に
ど

こ
で

も
乗

れ
る

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
）

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
地

域
の

祭
り

が
充

実
し

人
々

が
深

い
交

流
 

 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写

真
：

③
（

参
加

者
に

よ
る

意
見

発
表

）
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ま
ち

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
結

果
概

要
（

和
田

島
小

学
校

区
）

 
2
0
1
2
.7

.2
0

開
催

 
会

場
：

和
田

島
公

民
館

 
参

加
者

数
：

８
名

 
班

数
：

１
班

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

様
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

主
な

意
見

・
ア

イ
デ

ア
 

地
域

の
資

源
（

地
域

の
良

い
と

こ
ろ

、
自

慢
で

き
る

こ
と

な
ど

）
 

地
域

の
課

題
（

地
域

の
良

く
な

い
と

こ
ろ

、
改

善
し

た
い

と
こ

ろ
な

ど
）

 
地

域
の

将
来

像
（

こ
ん

な
ふ

う
に

な
っ

た
ら

い
い

な
あ

）
 

■
環

境
が

良
く

住
み

や
す

い
 

・
歩

行
者

、
自

転
車

目
線

で
楽

し
め

る
環

境
 

・
海

が
近

く
釣

り
に

行
け

る
 

・
高

齢
者

に
便

利
な

交
通

が
あ

る
（

路
線

バ
ス

）
 

・
４

万
ト

ン
付

近
は

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

に
最

適
 

・
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
の

下
水

の
完

備
 

・
車

の
事

故
が

少
な

い
 

・
静

か
な

ま
ち

 

・
野

球
場

、
グ

ラ
ウ

ン
ド

が
あ

る
（

あ
い

さ
い

緑
地

）
 

・
海

岸
道

路
が

と
て

も
景

色
が

き
れ

い
（

海
岸

線
）

 

■
海

産
物

が
お

い
し

い
 

・
釜

揚
げ

が
お

い
し

い
 

・
ア

ジ
、

サ
バ

の
釣

り
が

楽
し

め
る

海
の

環
境

 

■
漁

業
・

農
業

 
 

・
漁

業
が

さ
か

ん
（

バ
ッ

チ
網

漁
船

が
県

下
一

の
数

）
 

・
農

業
が

さ
か

ん
 

■
防

災
・

耐
震

、
防

災
の

安
心

感
が

あ
る

 

・
耐

震
強

化
岸

壁
「

赤
石

埠
頭

」
 

・
道

路
（

幹
線

）
が

広
い

 

■
自

衛
隊

が
あ

る
 

 

・
目

印
、

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

と
し

て
の

自
衛

隊
 

・
財

政
の

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
住

民
の

き
ず

な
が

深
い

 

■
都

市
基

盤
 

・
道

路
が

悪
い

（
舗

装
劣

化
）

 

 
・

交
通

の
弱

点
が

存
在

（
太

田
橋

に
一

点
集

中
な

ど
）

 

 
・

再
度

フ
ェ

リ
ー

ポ
ー

ト
を

発
着

し
て

ほ
し

い
 

 
・

排
水

が
悪

い
た

め
悪

臭
、

腐
敗

臭
 

 
・

和
田

島
坂

野
線

の
用

水
路

は
ご

み
が

多
く

困
っ

て
い

る
 

■
地

域
活

性
化

 

 
・

ふ
れ

あ
い

と
イ

ベ
ン

ト
が

な
い

 

 
・

イ
ベ

ン
ト

の
空

間
、

予
算

が
な

い
 

 
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

が
知

ら
れ

て
い

な
い

（
市

の
協

力
が

ほ
し

い
）

 

 
・

働
く

会
社

が
少

な
い

 

 
・

地
場

産
業

が
振

る
わ

な
い

（
漁

業
）

 

 
・

飲
食

店
が

ほ
と

ん
ど

な
い

 
 

■
防

災
対

策
 

 
・

高
台

が
少

な
い

、
避

難
場

所
が

少
な

い
（

津
波

）
 

 
・

津
波

に
自

衛
隊

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
が

あ
る

か
心

配
 

 
・

防
潮

堤
が

古
い

（
防

災
・

津
波

が
心

配
）

 

 
・

防
災

視
点

で
道

路
が

未
整

備
、

バ
イ

パ
ス

化
（

道
路

の
建

設
）

 

 
・

浸
水

が
多

い
 

 

■
交

通
が

不
便

 

 
・

バ
ス

の
運

行
が

２
時

間
に

１
回

 

 
・

駅
か

ら
遠

い
、

駅
ま

で
の

交
通

手
段

 

 
・

高
齢

者
の

方
の

買
い

物
が

不
便

 

■
和

田
島

の
北

部
に

つ
い

て
通

信
が

難
し

い
 

 
・

遠
見

で
は

携
帯

が
つ

な
が

り
に

く
い

 

■
和

田
島

の
特

性
を

活
か

し
た

ヒ
ト

モ
ノ

づ
く

り
 

 
・

景
観

美
を

県
外

に
Ｐ

Ｒ
 

 
 ・

新
し

い
海

洋
事

業
、

観
光

事
業

の
開

発
 

 
・

レ
ジ

ャ
ー

船
の

係
留

で
活

性
化

で
き

る
 

 
・

貯
木

場
の

有
効

利
用

 

 
・

漁
業

と
観

光
の

共
存

共
栄

化
 

・
産

直
レ

ス
ト

ラ
ン

、
産

直
市

場
 

■
防

災
の

ま
ち

づ
く

り
 

 
・

災
害

の
心

配
が

少
な

い
海

が
近

い
ま

ち
 

 
・

災
害

に
強

い
ま

ち
 

 
・

防
災

タ
ワ

ー
を

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

に
し

た
ま

ち
 

 
・

海
岸

沿
い

に
防

災
タ

ワ
ー

を
設

置
 

■
水

産
業

、
農

業
の

ま
ち

づ
く

り
 

 
・

漁
業

、
農

業
を

活
用

し
た

ま
ち

づ
く

り
 

 
・

６
次

産
業

化
（

き
ず

な
を

活
か

し
て

）
 

■
子

育
て

 

 
・

子
ど

も
が

多
く

集
ま

れ
る

場
所

づ
く

り
 

 
・

子
育

て
世

代
の

増
加

 

■
ま

ち
づ

く
り

の
方

法
 

 
・

人
の

力
を

集
結

し
た

ら
も

っ
と

伸
び

る
（

協
働

）
 

 
・

ま
ち

づ
く

り
の

話
し

合
い

が
続

く
こ

と
が

大
切

 

■
高

齢
者

に
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

 

 
・

高
齢

者
の

移
動

手
段

が
大

切
（

循
環

型
バ

ス
）

 

 
・

公
営

バ
ス

の
小

型
化

 

 

 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写

真
：

③
（

参
加

者
に

よ
る

意
見

発
表

）
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ま
ち

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
結

果
概

要
（

新
開

小
学

校
区

）
 

2
0
1
2
.7

.1
2

開
催

 
会

場
：

新
開

公
民

館
 

参
加

者
数

：
２

７
名

 
班

数
：

４
班

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

様
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

主
な

意
見

・
ア

イ
デ

ア
 

地
域

の
資

源
（

地
域

の
良

い
と

こ
ろ

、
自

慢
で

き
る

こ
と

な
ど

）
 

地
域

の
課

題
（

地
域

の
良

く
な

い
と

こ
ろ

、
改

善
し

た
い

と
こ

ろ
な

ど
）

 
地

域
の

将
来

像
（

こ
ん

な
ふ

う
に

な
っ

た
ら

い
い

な
あ

）
 

■
交

通
・

利
便

性
 

・
バ

イ
パ

ス
が

近
く

に
あ

り
、

移
動

が
で

き
る

 

・
Ｊ

Ｒ
の

赤
石

駅
が

近
く

に
あ

る
 

・
買

い
物

な
ど

が
便

利
に

な
っ

て
い

る
 

・
市

バ
ス

が
通

っ
て

い
る

 

・
陸

路
、

水
路

、
空

路
が

便
利

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
何

か
あ

る
と

小
学

校
に

集
ま

る
 

・
住

民
の

絆
が

強
い

 

・
誰

と
で

も
話

が
で

き
る

 

・
昔

か
ら

農
家

が
多

い
 

■
自

然
 

・
海

、
山

、
風

景
良

し
 

・
田

園
風

景
が

よ
い

 

・
緑

が
多

い
 

・
水

が
旨

い
 

■
食

品
、

食
材

 

・
良

質
の

ち
り

め
ん

、
わ

か
め

は
種

類
が

多
い

 

・
魚

、
肉

、
野

菜
、

何
で

も
手

に
入

る
 

・
農

作
物

（
特

に
お

米
）

が
美

味
し

い
 

■
学

校
・

施
設

 

・
い

つ
で

も
利

用
で

き
る

 

・
赤

石
に

体
育

館
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
が

あ
る

 

■
企

業
 

・
大

き
な

企
業

あ
る

（
工

場
等

）
 

・
コ

ン
テ

ナ
ヤ

ー
ド

が
あ

り
、

輸
出

・
輸

入
で

市
財

政
に

貢
献

し
て

い
る

 

■
自

然
災

害
 

・
高

台
に

新
た

な
宅

地
を

作
る

 

・
新

耐
震

に
ダ

メ
（

新
開

小
学

校
）

 

・
避

難
場

所
が

な
い

 

・
堤

防
が

な
い

（
赤

石
港

か
ら

和
田

島
港

ま
で

）
 

・
遊

水
池

が
少

な
い

 

・
最

近
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
で

は
、

住
宅

地
は

水
没

し
て

し
ま

う
 

・
現

在
の

市
街

化
地

域
に

家
を

建
て

る
か

？
（

震
災

、
津

波
）

 

■
都

市
基

盤
 

・
昔

か
ら

の
街

並
み

で
イ

ン
フ

ラ
等

の
整

備
が

で
き

て
い

な
い

 

・
用

水
路

の
排

水
が

悪
い

 

・
下

水
道

の
整

備
 

・
県

道
、

市
道

の
拡

幅
 

・
歩

道
の

高
低

差
（

車
の

進
入

路
）

が
あ

る
 

・
通

学
路

が
狭

く
、

危
険

 

■
線

引
き

 

・
線

引
き

を
見

直
し

 

・
都

市
計

画
そ

の
も

の
の

見
直

し
（

抜
本

的
に

）
 

・
市

街
化

調
整

区
域

で
の

問
題

が
あ

る
（

税
金

面
、

住
宅

が
で

き
な

い
）

 

■
交

通
 

・
バ

ス
の

本
数

が
少

な
い

し
 

・
市

営
バ

ス
が

廃
止

さ
れ

た
ら

移
動

手
段

が
な

く
な

る
 

■
ま

ち
の

施
設

 

・
景

観
が

壊
れ

る
た

め
必

要
が

な
い

 

・
新

設
の

同
種

の
商

業
施

設
が

多
い

 

■
災

害
に

強
い

ま
ち

 

・
情

報
が

多
い

（
環

境
）

 

・
計

画
の

見
直

し
（

津
波

に
つ

か
る

）
 

・
避

難
シ

ェ
ル

タ
ー

（
地

下
）

 

・
赤

石
山

を
開

発
し

て
、

市
役

所
、

消
防

署
、

ヘ
リ

ポ
ー

ト
を

建
設

 

・
津

波
避

難
タ

ワ
ー

の
設

置
 

・
住

宅
地

を
新

た
に

高
台

に
つ

く
る

 

・
人

の
つ

な
が

り
を

活
か

し
、

助
け

合
い

や
協

力
で

き
る

ま
ち

 

■
活

気
の

あ
る

ま
ち

づ
く

り
 

・
若

い
人

が
地

域
に

関
心

を
持

つ
イ

ベ
ン

ト
 

・
各

町
内

で
シ

ン
ボ

ル
を

設
置

 

・
ふ

れ
あ

い
の

あ
る

明
る

い
ま

ち
 

・
住

み
や

す
く

人
が

集
ま

っ
て

く
る

地
域

 

■
誘

致
 

・
企

業
誘

致
 

・
一

流
大

学
（

教
育

機
関

）
の

誘
致

 

・
集

客
力

の
あ

る
商

業
施

設
の

誘
致

 

・
開

発
可

能
な

地
域

に
し

て
も

ら
い

た
い

 

■
港

湾
整

備
 

・
港

の
整

備
と

有
効

利
用

に
よ

る
活

性
化

 

・
赤

石
港

の
整

備
（

ヨ
ッ

ト
、

プ
レ

ジ
ャ

ー
等

）
 

■
自

然
 

・
自

然
と

調
和

の
と

れ
た

ま
ち

 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写

真
：

③
（

参
加

者
に

よ
る

意
見

発
表

）
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まちづくりワークショップ結果（概要） 
 

 

 

 

 

立江・櫛渕地域 

○立江小学校区 

○櫛渕小学校区 



ま
ち

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
結

果
概

要
（

立
江

小
学

校
区

）
 

2
0
1
2
.7

.1
2

開
催

 
会

場
：

立
江

公
民

館
 

参
加

者
数

：
９

名
 

班
数

：
１

班
 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

様
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

主
な

意
見

・
ア

イ
デ

ア
 

地
域

の
資

源
（

地
域

の
良

い
と

こ
ろ

、
自

慢
で

き
る

こ
と

な
ど

）
 

地
域

の
課

題
（

地
域

の
良

く
な

い
と

こ
ろ

、
改

善
し

た
い

と
こ

ろ
な

ど
）

 
地

域
の

将
来

像
（

こ
ん

な
ふ

う
に

な
っ

た
ら

い
い

な
あ

）
 

■
地

域
の

シ
ン

ボ
ル

（
歴

史
、

文
化

）
 

・
八

十
八

箇
所

の
札

所
立

江
寺

 

・
立

江
寺

の
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
 

・
筒

花
火

、
花

火
工

場
 

・
秋

葉
神

社
の

天
狗

し
ば

き
 

■
自

然
が

あ
る

 

・
た

け
の

こ
（

竹
）

 

・
公

民
館

前
の

春
の

桜
 

・
稲

作
 

■
特

産
品

 

・
や

ま
も

も
 

・
椎

茸
工

場
 

■
公

園
・

散
歩

道
 

・
立

江
川

親
水

公
園

、
ふ

れ
あ

い
セ

ン
タ

ー
立

江
 

・
ミ

ニ
八

十
八

箇
所

 

■
人

が
集

ま
る

 

・
J
A

あ
い

さ
い

広
場

（
産

直
市

）
 

・
病

院
が

た
く

さ
ん

あ
る

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
子

ど
も

の
笑

顔
 

・
人

間
性

が
良

い
 

■
都

市
基

盤
 

・
道

幅
が

狭
い

（
歩

道
、

商
店

街
、

さ
ぎ

橋
た

も
と

な
ど

）
 

・
下

水
道

の
整

備
 

・
案

内
板

が
な

い
（

少
な

い
）

 

・
公

園
で

遊
ぶ

も
の

が
な

い
 

■
衰

退
 

・
少

子
高

齢
化

 

・
学

校
統

合
で

子
ど

も
の

こ
れ

か
ら

が
心

配
 

・
若

い
人

が
い

な
く

な
る

 

・
人

が
寄

る
よ

う
な

施
設

が
ほ

し
い

（
住

宅
、

学
校

）
 
  

・
店

が
遠

く
、

商
店

が
ほ

し
い

（
小

型
マ

ー
ケ

ッ
ト

）
 

■
安

心
安

全
（

防
災

・
防

犯
）

 

・
橋

（
さ

ぎ
橋

）
が

古
い

。
早

く
架

け
替

え
を

 

・
洪

水
に

な
る

 

・
街

灯
が

少
な

く
暗

い
。

夜
の

ま
ち

な
み

が
暗

い
 

■
バ

ス
 

・
市

バ
ス

は
小

型
バ

ス
で

良
い

と
思

う
 

・
ル

ー
ト

と
行

き
た

い
所

が
合

っ
て

い
な

い
 

■
土

地
利

用
 

・
規

制
緩

和
を

し
て

ほ
し

い
（

農
地

転
用

）
 

 

■
便

利
で

住
み

よ
い

ま
ち

 

・
高

齢
者

が
住

み
よ

い
ま

ち
（

病
院

、
食

料
品

店
が

あ
る

）
 

・
総

合
型

大
型

店
舗

誘
致

 

・
小

中
学

校
、

役
所

、
郵

便
局

、
農

協
、

公
民

館
を

残
し

て
ほ

し
い

 

・
高

齢
者

と
子

ど
も

が
遊

べ
る

ま
ち

 

・
子

ど
も

が
安

心
し

て
遊

べ
る

ま
ち

 

・
高

齢
者

が
住

み
よ

く
観

光
客

が
寄

っ
て

く
れ

る
ま

ち
（

脇
町

の
う

だ
つ

の
ま

ち
）

 

■
今

あ
る

も
の

を
活

か
す

 

・
き

れ
い

な
田

舎
 

・
フ

レ
ン

ド
リ

ー
で

み
ん

な
が

知
り

合
い

 

・
寺

を
中

心
と

し
て

楽
し

め
る

ま
ち

 

・
昔

か
ら

の
知

恵
や

工
作

物
を

伝
え

る
 

■
外

か
ら

の
人

 

・
県

外
の

人
が

楽
し

め
る

ま
ち

 

・
多

く
の

人
が

交
流

で
き

る
ま

ち
 

・
お

遍
路

さ
ん

に
安

心
さ

れ
る

ま
ち

 

写
真

：
①

（
参

加
者

ど
う

し
の

意
見

交
換

）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写
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ま
ち

づ
く

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
結

果
概

要
（

櫛
渕

小
学

校
区

）
 

2
0
1
2
.7

.1
3

開
催

 
会

場
：

櫛
渕

公
民

館
 

参
加

者
数

：
９

名
 

班
数

：
１

班
 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

様
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

主
な

意
見

・
ア

イ
デ

ア
 

地
域

の
資

源
（

地
域

の
良

い
と

こ
ろ

、
自

慢
で

き
る

こ
と

な
ど

）
 

地
域

の
課

題
（

地
域

の
良

く
な

い
と

こ
ろ

、
改

善
し

た
い

と
こ

ろ
な

ど
）

 
地

域
の

将
来

像
（

こ
ん

な
ふ

う
に

な
っ

た
ら

い
い

な
あ

）
 

■
自

然
・

農
産

物
 

・
豊

か
な

風
景

、
自

然
環

境
（

山
、

川
、

田
）

 

・
四

季
を

通
じ

て
特

産
物

が
豊

か
 

・
空

気
が

お
い

し
い

 

・
鳥

が
多

い
 

・
竹

、
竹

林
、

た
け

の
こ

 

・
竹

チ
ッ

プ
（

有
機

農
業

用
資

材
・

竹
炭

利
用

）
 

・
農

作
物

（
生

し
い

た
け

、
お

米
、

や
ま

も
も

、
く

だ
も

の
）

 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
人

情
が

厚
い

 

・
穏

和
な

気
質

 

・
豊

か
な

人
間

性
 

・
長

寿
 

・
教

育
熱

心
 

・
小

学
校

の
児

童
が

あ
い

さ
つ

を
よ

く
し

て
く

れ
る

 

・
櫛

渕
青

年
団

の
歌

が
あ

る
 

■
す

ば
ら

し
い

歴
史

 

・
神

社
（

清
水

）
 

・
祭

り
が

多
い

 

・
敬

義
祭

（
三

世
帯

交
流

）
 

 

■
利

便
性

 

・
学

校
が

な
く

な
っ

て
い

く
 

・
街

灯
が

な
く

夜
道

が
暗

い
 

・
雨

が
降

る
と

大
変

、
排

水
が

不
十

分
 

・
光

ケ
ー

ブ
ル

が
な

い
、

情
報

化
が

遅
い

 

・
病

院
が

な
い

 

・
買

い
物

が
不

便
（

羽
ノ

浦
が

一
番

近
い

）
 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
若

者
達

と
の

交
流

が
な

い
 

・
若

者
の

集
い

の
場

が
な

い
 

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
精

神
が

薄
い

、
人

材
が

少
な

い
 

・
公

民
館

の
活

動
を

知
ら

せ
て

 

・
サ

ー
ク

ル
が

な
い

 

■
少

子
高

齢
化

 

・
子

ど
も

が
少

な
い

 

・
晩

婚
化

 

・
独

居
老

人
が

多
い

 

■
自

然
環

境
の

整
備

 

・
マ

ム
シ

、
ハ

ミ
が

い
る

 

・
休

耕
田

の
管

理
が

不
十

分
（

イ
ノ

シ
シ

、
シ

カ
）

 

・
山

の
保

水
力

が
足

り
な

い
 

■
巡

回
バ

ス
が

必
要

 

・
交

通
の

便
が

悪
い

（
バ

ス
）

 

■
自

然
・

農
産

物
を

活
か

す
 

・
自

然
環

境
を

維
持

し
た

農
業

を
中

心
と

し
た

活
力

あ
る

ま
ち

 

・
菌

床
し

い
た

け
日

本
一

の
地

区
を

利
用

 

・
バ

イ
パ

ス
沿

い
に

桜
並

木
 

・
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
利

用
す

る
南

斜
面

 

・
農

産
物

の
加

工
 

・
櫛

渕
に

産
直

市
 

・
第

一
次

産
業

と
し

て
有

機
農

法
を

す
る

 

■
少

子
高

齢
化

対
策

 

・
人

口
増

 

・
若

者
の

ま
ち

 

・
晩

婚
・

非
婚

を
な

く
す

 

・
子

ど
も

が
多

く
な

っ
て

活
気

が
出

る
 

■
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
 

・
花

の
あ

る
集

い
の

場
づ

く
り

 

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

よ
る

安
全

安
心

な
ま

ち
 

・
健

康
づ

く
り

を
櫛

渕
で

 

■
人

材
を

活
か

す
ま

ち
 

・
人

材
バ

ン
ク

を
つ

く
る

 

・
退

職
し

た
人

が
次

の
世

代
に

伝
え

て
い

く
 

■
情

報
の

発
信

 

・
ブ

ロ
グ

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

つ
く

っ
て

櫛
渕

を
紹

介
 

 
 

・
他

の
ま

ち
か

ら
の

移
住
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真
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①
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）
 

写
真

：
②

（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 
写
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③
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加
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